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アカムツ 

生態的特徴等                                          
【生態】 

北海道以南の各地に分布し、主に日本海西南海域の水深 80～

150m 層に分布する暖海性種である。 

茨城県沖での生態情報は極めて少ないが、産卵期は日本海側で

は７～９月、宮城県沖で９～10 月とされている。仔稚魚期にはカ

イアシ類、若魚はオキアミ類やエビ類などの大型甲殻類、成魚は

魚類やエビ類を捕食する。 

成長は雌雄で異なり、宮城県沖では雄は１歳で全長９cm、３歳

で 18cm、５歳で 24cm、10 歳で 33cm、雌は１歳で８cm、３歳

で 19cm、５歳で 27cm、10 歳で 41cm となる。成熟年齢は雄で

３歳、雌で３～４歳とされる。 

【漁法と盛期】 

底曳網で漁期（９月～翌年６月）を通して周年漁獲され、他の漁法による漁獲はごく少ない。 

【利用】 

脂ののった白身の高級魚として、刺身、塩焼きなどで調理される。他県では「のどぐろ」として有名で

あるが、本県では「のどぐろ」はユメカサゴを指す。 

資源水準は高位、動向は横ばい傾向 

（漁獲量）暖海性である本種の漁獲量は H26 年までは５ﾄﾝ未満であったが、H27 年

以降増加し、R 元年には 19 ﾄﾝとなった。その後はやや減少し、R６年は８ﾄﾝの漁獲と

なった（図２）。※なお、アカムツ、クロムツ、ムツをまとめて「ムツ類」として集計している地

区もあるが、ほとんどはアカムツであることから、集計ではムツ類をアカムツとして取り扱った。 

（水準と動向）資源水準は、アカムツの漁獲の９割以上を占める沖合底曳網と小型底

曳網（５t 以上）の漁獲量から計算した CPUE（kg/隻・日）から判断した。水準は「高

位」、動向は直近５年間の CPUE の傾向から「横ばい」と判断した（図３）。 
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図 2 茨城県のアカムツ漁獲量（水試システム、属地） 

【全国の漁獲動向】 
・全国統計はないが、日本海側では山口県と島根県の漁獲が多い。 

図 3 茨城県のアカムツ CPUE 

（水試システム、沖底＋小底 5t以上、属地） 

図１ アカムツの成長 

（引用より） 
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